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Ｈ２７年度 中間評価・実行可能性調査（ＦＳ）評価（案）一覧表

【ソフト分野・中間評価】 

（Ｈ２６採択・２年目） 

番号 
領

域 
ﾀｲﾌﾟ 研究名とその概要 研究代表者 

H27 委託額 
（千円） 

中間評価
(案)※ 

26-1 １ Ⅲ 

研究名 
次世代モビリティ社会を踏まえた移動空間評価
手法の開発研究 

名古屋大学 

教授 

山本 俊行 

10,000 Ｂ 

概要 

超高齢社会や国際化、さらにはパーソナルモビリティ
（以下、PM と称す）等次世代モビリティの時代潮流を
踏まえると、道路の整備評価も従来の経済効率性だけ
でなく、移動者の快適性やストレス緩和等質的指標を
組込むことが必要と考える。本研究は、従来，指標化
が困難であった質的指標を生体情報によって定量化・
モデル化することで、次世代モビリティ社会を念頭に
置いた道路空間評価技術の開発、及び空間整備の方
向性の示唆を目的とする。 

26-2 特 Ⅳ 

研究名 
首都圏 3 環状道路の効率的な運用に関する研
究開発 

東京大学 

教授 

大口 敬 

22,000 Ａ 
概要 

首都圏 3 環状道路の整備に伴う高速道路利用経路
特性、一般道路を含む首都圏道路ネットワークへ
の影響、施設立地と土地利用への影響等を分析・
モデル化し、とくに高速道路網の円滑性を確保す
るため、交通状態をリアルタイムにモニタリング
して首都圏道路ネットワークを効率的に運用する
方策を提案する。 

26-3 特 Ⅳ 

研究名 
首都圏三環状概成時を念頭においた料金施策
と ITS 施策による非常時を含む総合的交通マネ
ジメント方策の実用化 

一橋大学 

教授 

根本 敏則 

22,000 Ａ 

概要 

本研究は、首都圏三環状概成時において、日常の
みならず非常時、さらに将来の維持管理・更新時
のネットワーク運用計画策定を可能とする、最適
な料金設定や効果的な高度道路交通システムを核
とした総合交通運用マネジメントシステムを実装
することを目的とする。 

 

※中間評価：研究継続の妥当性評価 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【ソフト分野・実行可能性調査（ＦＳ）評価】 

（Ｈ２７採択） 

番号 
領

域 
ﾀｲﾌﾟ 研究名とその概要 研究代表者 

H27 委託額 
（千円） 

FS 評価
(案)※ 

27-1 ２ Ⅱ 

研究名 
災害・日常時の道路の信頼性とその総合・長期
的評価の研究開発：幹線道路ネットワークデザ
インと維持管理計画 

金沢大学 

教授 

中山 晶一朗 

8,000 Ｂ 

概要 

災害・日常時の両方で信頼性の高い道路ネットワーク
の整備を目指して，連結・時間信頼性を考慮した総合
的な便益評価法を実用化し，それを用いた道路ネット
ワークデザイン手法を提案する．そのために，道路施
設の脆弱性評価や通常時旅行時間変動の推定など
の要素技術を開発する．また，長期にわたり信頼性を
確保するためにその維持管理計画策定法も提案す
る． 

27-2 ３ Ⅱ 

研究名 
多様な観測データの活用による道路情報提供
の研究開発 

山梨大学 

大学院 

教授 

佐々木 邦明 

5,944 Ａ 

概要 

研究の目的はフレキシブルな構造を持つことが
可能なミクロベースのシミュレーションモデルによ
る交通状態の予測と，それに対応する状態を直
接的・間接的に観測した多様なデータを同化さ
せることで，精度の高い状態予測や，突発事象
の検出などを行う．またその結果を活用して道路
の管理者，利用者，政策担当者に精度の高い情
報提供を行うことである．具体的にはアクティビテ
ィシミュレーションや交通ネットワークシミュレーシ
ョンを用いて，シミュレーションの出力に人数や
速度等の様々な観測データを同化して，予測能
力や精度を高めたシステムを構築するものであ
る． 
当該年度は，シミュレーター・構造モデル構築段
階であり，提案した二つのモデルのうち，都市圏
交通需要予測モデルを構築する．あわせて同化
可能なデータの特定を行いその分析を行った． 

 

※ＦＳ評価：研究継続の妥当性評価 

   
 

Ａ：現行のとおり推進 研究は順調に実施されており、現行のとおり推進することによって十分な研究目的が達成される見込み

である。 
Ｂ：現行のとおり推進 

（指摘事項有り） 
研究は順調に実施されているものの、十分な研究目的を達成するためには、評価者からの指摘事項に

留意の上、推進することが必要である。 

Ｃ：研究計画を修正の上推進 このままでは十分な研究目的の達成が期待できないと思われるので、評価者からの指摘事項を踏ま

え、研究計画を修正の上、推進することが必要である。 

Ｄ：中 止 現在までの進捗状況に鑑み、研究目的の達成が困難と思われるので、研究を中止することが妥当と判

断される。 

 

資料２－２ 

Ａ：新規研究として採択 実現性は十分あると評価する。よって、次年度から新規研究として採択し、引き続き研究を継続する。 

Ｂ：新規研究として採択 
（指摘事項有り） 

実現性はあると評価するが、研究目標を十分達成するためには、評価者からの指摘事項に留意が必

要。次年度から新規研究として採択し、引き続き研究を継続する。 

Ｄ：不採択 実現性はほとんどなく、研究目標を達成することは困難と思われるので、研究を中止することが妥当と

判断される。 
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【ハード分野・中間評価】 

（Ｈ２５採択・３年目） 

番号 
領

域 
ﾀｲﾌﾟ 研究名とその概要 研究代表者 

H27 委託額 
（千円） 

中間評価
(案)※ 

25-5 ８ Ⅱ 

研究名 
繊維シートや鋼板によって補強された RC 部材の再
劣化に対する健全度評価法の開発 

東北大学 

教授 

鈴木 基行 

16,000 Ａ 

概要 

経年劣化した道路橋は、補修・補強されて供用が続けら
れている。本研究は、繊維シートや鋼板補強によって表
面が覆われ、再劣化による変状が目視確認できない桁や
床版などの RC 部材に対して、非破壊検査法と健全度評
価法を開発する。 

 
 
（Ｈ２６採択・２年目） 

番号 
領

域 
ﾀｲﾌﾟ 研究名とその概要 研究代表者 

H27 委託額 
（千円） 

中間評価
(案)※ 

26-4 ８ Ⅱ 

研究名 
表面処理技術を応用した腐食鋼桁端部の性能回
復技術に関する研究開発 

琉球大学 

准教授 

下里 哲弘 

9,500 Ａ 

概要 

本研究では特殊な表面処理技術を応用して、腐食面の
ブラスト処理、亜鉛粉末を付着した犠牲防食化および腐
食凹凸面の平滑化を図り、腐食鋼桁端部に対する効果
的かつ高耐久性を有する性能回復技術の提案を目的と
する。 

26-5 ８ Ⅱ 

研究名 高性能鋳鉄床版の開発 

九州工業大学 

教授 

山口 栄輝 

35,000 Ｂ 

概要 

床版に適する高性能鋳鉄の一体成形性と自由形状性を
活かした応力集中緩和と溶接レスの実現により、疲労性
能の高い安価な床版を開発する。既存ＲＣ床版を軽量な
鋳鉄床版に置き換えることにより、既存橋梁の長寿命化
及び耐震性の向上を実現するとともに道路拡幅の可能性
を高める。 

 

※中間評価：研究継続の妥当性評価 

 

 

   
 

 

（Ｈ２７採択・１年目） 

番号 
領

域 
ﾀｲﾌﾟ 研究名とその概要 研究代表者 

H27 委託額 
（千円） 

中間評価
(案)※ 

27-3 ４ Ⅱ 

研究名 
沢埋め道路盛土の経済的な耐震診断と耐震補強
の開発 

神戸大学 

大学院 

教授 

澁谷 啓 

9,980 Ｂ 

概要 

沢埋めの古い道路盛土における災害が依然として多く、
また、それらが被災した場合の影響は非常に大きく復旧
にも多大な時間を要することになる。本委託研究は、この
ような被災事例が多い沢埋めの道路盛土を対象に、物理
探査と簡易なサウンディングの組合せによる合理的な耐
震診断法と、土のう構造体を用いたのり先補強による経
済的な耐震補強工を開発するものである。 

 

【ハード分野・実行可能性調査（ＦＳ）評価】 

番号 
領

域 
ﾀｲﾌﾟ 研究名とその概要 研究代表者 

H27 委託額 
（千円） 

ＦＳ評価
(案)※ 

27-4 ８ Ⅱ 

研究名 
薄板モルタルとデータ同化手法を利用したコンクリ
ート橋の 3 次元塩分浸透 
予測手法の開発 

新潟大学 

教授 

佐伯 竜彦 

7,770 Ｂ 

概要 

本研究は，飛来塩分環境下にあるコンクリート橋への塩
分浸透状況を３次元的に把握するシステムを構築するこ
とを目的とする．このために，以下の要素技術を開発し，
それを組み合わせる． 
(1)薄板供試体とデータ同化手法を用いて，飛来塩分量

解析の境界条件を同定する手法 
(2)(1)を利用し，橋梁全表面における飛来塩分付着量，

即ち，コンクリート中への塩分浸透解析の境界条件と
なる表面塩分濃度を求める手法 

(3)環境条件の影響を考慮した不飽和コンクリートへの塩
分浸透予測手法 

(4)薄板供試体の効率的な製造・貼付け・回収方法 

 

 

 

 

※ＦＳ評価：研究継続の妥当性評価 

Ａ：新規研究として採択 実現性は十分あると評価する。よって、次年度から新規研究として採択し、引き続き研究を継続する。 

Ｂ：新規研究として採択 
（指摘事項有り） 

実現性はあると評価するが、研究目標を十分達成するためには、評価者からの指摘事項に留意が必

要。次年度から新規研究として採択し、引き続き研究を継続する。 

Ｄ：不採択 実現性はほとんどなく、研究目標を達成することは困難と思われるので、研究を中止することが妥当と

判断される。 
 

Ａ：現行のとおり推進 研究は順調に実施されており、現行のとおり推進することによって十分な研究目的が達成される見込み

である。 
Ｂ：現行のとおり推進 

（指摘事項有り） 
研究は順調に実施されているものの、十分な研究目的を達成するためには、評価者からの指摘事項に

留意の上、推進することが必要である。 

Ｃ：研究計画を修正の上推進 このままでは十分な研究目的の達成が期待できないと思われるので、評価者からの指摘事項を踏ま

え、研究計画を修正の上、推進することが必要である。 

Ｄ：中 止 現在までの進捗状況に鑑み、研究目的の達成が困難と思われるので、研究を中止することが妥当と判

断される。 

 


